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「Ｃｈｏｉｃｅいしかわ産キャンペーン」の実施について

国消国産の認知度向上が求められる中、地元農産物を購入する消費者やＪＡ
ファンを増やすことを目的に、県内ＪＡグループの農産物直売所を起点に標記
キャンペーンを実施します。

つきましては、キャッチコピーにもある「選ぶことから始める応援」の拡散にご協
力頂きますようお願いいたします。

１．実施期間
令和６年６月１５日（土）～８月３１日（土）

２．告知資材
シール（ポスターに貼付）
チラシ（兼応募用紙）
※配布資材は、６月１４日（金）までに店舗へお届けいたします。

３．その他
新聞広告での告知も行う予定です。



6/1 国消国産講座を開催

ＪＡグループがすすめる「国消国産運動（“国民が必要として消費する食料は、
その国で生産する”という考え方）」を県民に広く周知し、食料・農業・環境に関す
る情報の発信と、食料の安全保障に係る理解を深めていただくことを目的として
「国消国産講座」を６月１日（土）に開催しました。

ＪＡグループサポーターである林修先生をお招きし、一般消費者からは募集人
数を大きく上回る１，２００人の応募があり、当日は招待者含め７００名近くの参加
者にご来場いただき、会場はほぼ満席の状態となりました。

講演会では、能登半島地震から５か月を経過したなかで、被災地の現状と生産
者の復興に対する想い、また消費者へのインタビューを交えたオープニングビデ
オを上映したほか、林修先生より、「変化する世界の食料事情。大切な日本の食
を未来へ。」と題した講演が行われました。

ＪＡグループでは、引き続き行政とも協力し、消費者のほか教育機関、食品・商
工・流通団体等も含めて「国消国産」を広く周知していきたいと考えております。
今後とも、 「国消国産運動」の周知ならびに国産農畜産物を積極的に選ぶこと
による食料自給率の向上に向けた行動変容等について、ご理解・ご協力いただき
ますようお願いいたします。



5/24令和６年度次世代総点検運動管理者会議（ＷＥＢ）を開催

５月２４日（金）にＪＡ、県・市町行政、県農業会議の出席のもと、次世代総点検
運動管理者会議を開催しました。会議では、令和５年度までの取組み経過から
令和６年度の具体的な進め方を共有しました。また、石川県農業経営戦略課か
ら県内の地域計画作成の進捗状況の説明があったほか、戦略室から他県の取
組事例を紹介しました。

令和６年度は運動は集中実践期間の最終年度となることから、取り組みを振
り返るとともに、課題や成果を次期計画に反映させていくタイミングとなります。

なお、全中が作成した「次世代総点検運動の実践に向けて～実践JAの取り
組み事例集～vol.2 」（令和６年５月作成）を５月下旬に各ＪＡ担当部署に配布し
ました。

全国各地の事例として、ＪＡ金沢市の取り組み経緯やポイントなどが記載され
ておりますので、実践にご活用ください。

＜運動の実施項目と進め方＞

地域の現状や将来見通し等、点検結果の妥当性検証と、農業者との話し合い
による優先取組地区 ・ 部会の課題確認と取組具体策の実行を進めていただく
ため、引き続き、関係機関と連携し、各地域でのチーム会議や個別協議に戦略
室も参画しサポートさせていただきます。



≪JA能美≫たまねぎの収穫が始まりました

【問合先】ＪＡグループ石川営農戦略室    TEL：076-240-5052 FAX：076-240-9120

～６月以降の予定～

園芸
振興

ＪＡ能美では、水田園芸として「たまねぎ」の栽
培を推進しており、８年目となる令和６年産の作
付面積は約１５ｈａと年々増加しております。

本年産は春先の低温等の影響が心配されまし
たが、生育は概ね良好で、５月中旬から始まっ
た収穫作業も順調に進んでおり、７月末までに５
００ｔの出荷を見込んでおります。

戦略室では、引き続きワーキンググループを
通じた情報提供や単収向上提案など行い、水田
園芸の振興支援を行ってまいります。

日 時 内 容

６月２５日（火）１３：３０～ 野菜栽培技術研修会（高温対策）

６月２７日（木）１３：３０～ 石川県GAP推進協議会通常総会および推進会議

７月 ３日（水）１０：００～ 第２回ＴＡＣアグリビジネススクール

5/28品目別ワーキンググループを開催
園芸
振興

５月２８日（火）、農業会館にて「ブロッコリー」「白ねぎ」「かぼちゃ」のワーキ
ンググループを開催し、今作の生育状況や取り組み経過を確認するとともに、
今後の管理や次期作に向けた取り組みについて意見交換を行いました。

今作に関しては、特に収穫に向けた各種仕上げ作業の指導強化が課題に
挙げられました。また、次期作に向けては、「ブロッコリー」ではフェロモントラッ
プを使った病害虫対策、「白ねぎ」では早播き・大苗定植の確立に向けた試験
実証、「かぼちゃ」では排水対策の有無による収益差の見える化、について意
見が交わされました。

今後もワーキンググループで得られた情報を活かし、ＪＡ・農林事務所など
関係機関と協力しながら課題解決に取り組んでまいります。
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